
一般社団法人 廃棄物資源循環学会 東海・北陸支部参画 

～ 平成30年度夏休みスペシャル減災教室のご案内 ～ 

 

東海・北陸支部担当コーナー 

『大雨発生！そのごみどうする？ ○×クイズ』 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 開催日：平成 30年8月 4日（土）  

      ① 14：00～14：30  ② 15：30～16：00 

※  13：00～16：00まではそれぞれのコーナーでイベント

が開催されています。（別紙スケジュール表参照） 

 

■ 会 場：名古屋大学減災連携研究センター（減災館） 

     （名古屋市千種区不老町 名古屋大学 東山キャンパス内） 

※  会場への交通、地図は下記URLをご覧ください 

http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/?page_id=27 

 

■ 交通アクセス： 

・地下鉄名城線「名古屋大学」駅下車 2番出口から本山方向に徒歩 4分 

                  3番出口から横断歩道を渡り本山方向に徒歩3分 

・地下鉄東山線の場合「本山」駅下車 ⇒ 地下鉄名城線乗り換え「名古屋大学」駅下車 

 

■ 参加費：無 料      ■ 定 員：制限なし（事前申込の必要なし） 

 

日本は、地形や気候などから自然災害が多く、それに伴い実際数々の被害を受けてきました。来年は全国

に甚大な被害をもたらした伊勢湾台風から 60 年の節目の年です。今年 7 月にも中国四国地方で大豪雨が発

生し、水害が私たちに身近なものであることを感じさせました。東海・北陸支部では、これまでに東日本大

震災復興現場視察及び報告会等を開催し「震災と環境教育活動」に取り組んできました。その結果、過去の

歴史を生かして、災害に備えることが重要であり、さらに「人」と「コミュニティ」を生かし「生きる力」

を培う持続的な発展のための教育も必要であることを学びました。 

今回、名古屋大学減災連携研究センターで 8月4日（土）13：00～16：00に開催される「夏休みスペシャ

ル減災教室」に参画し、「大雨発生！そのごみどうする？○×クイズ」と題するコーナーを担当します。 

普段の生活から一人一人がごみの分別を実践してリサイクルすることで、潜在的な災害廃棄物を減らし、

その結果として震災や水害時の災害廃棄物量を削減することが大切です。さらに水害時の災害廃棄物処理の

現状を知ることにより、水害廃棄物仮置き場での二次災害発生を防止できることなどを、子供たちに簡単な

クイズによって学んでもらうことを目的としたイベントを立案いたしました。 

当日は、他のセッションもございます。案内パンフレットを参考にして、一般市民や子どもたちをお誘い

のうえご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/?page_id=27
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